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平成２６年１１月の船舶事故・人身事故発生状況（速報） 
 

 

 

１ 船舶事故 

（１）船舶事故は１９件２６隻（前年２０件２５隻）で、前年と比べて１隻増加し、

死者・行方不明者は２人（前年なし）でした。 

（２）今年１１月までの船舶事故数の累計は１８７件２３１隻（前年２１６件２６５

隻）で、前年に比べ３４隻減少しています。 

死者・行方不明者の累計は１３人（前年７人）で、前年と比べ６人増加してい

ます。 

（３）船種別では、２６隻中１３隻がプレジャーボートによる海難で、全体の半数を

占めています。 

   海難種類別では、衝突が１６隻と最も多く、次いで乗揚が４隻でそのうちの２

隻は播磨灘の海苔養殖施設への乗揚となっています。 

 

 

２ マリンレジャーに伴う人身事故 

（１）マリンレジャーに伴う人身事故者数は８人（前年１９人）、死者・行方不明者

３人（前年３人）で、前年と比べ事故者１１人減でした。 

（２）今年１１月までのマリンレジャーに伴う人身事故者の累計は１２７人（前年１

５０人）で前年に比べ２３人減少しています。 

死者・行方不明者の累計は２２人（前年２３人）で、前年と比べ１人減少して

います。 

（３）事故者の内訳は、釣り中６人（前年１６人）、サーフィン中１人（前年１人）、

ウェイクボード中１人（前年なし）となっています。 

   釣り中の事故６人のうち３人が死者・行方不明者となっており、事故形態別は、

海中転落４人（前年８人）、帰還不能２人（前年７人）で、事故の発生場所は４

人が磯場、１人が岸壁、１人が乗船中でした。 

事故者６人のうち２人がライフジャケットを着用、４人が未着用でした。                                       


